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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成25年4月4日(2013.4.4)

【公開番号】特開2012-9386(P2012-9386A)
【公開日】平成24年1月12日(2012.1.12)
【年通号数】公開・登録公報2012-002
【出願番号】特願2010-146407(P2010-146407)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｈ  13/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｈ  13/702    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｈ  13/14    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｈ  13/70    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月15日(2013.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１のキースイッチ構造を示す平面図である。
【図２】実施例１のキースイッチ構造を示す側面図である。
【図３】実施例１の第１支持部とその周辺を示す側面図である。
【図４】実施例１の第１支持部材とその周辺を示す拡大平面図である。
【図５】第２支持部とその周辺を示す側面図である。
【図６】第２摺動保持部を示す側面図である。
【図７】第３支持部材とその周辺を示す側面図である。
【図８】第１ホルダーを示す平面図である。
【図９】第２ホルダーを示す平面図である。
【図１０】第１ホルダーおよび第２ホルダーの固定状態を示す説明図である。
【図１１】第１支持部材、第２支持部材及び第３支持部材とラバードームの大きさの関係
を示す説明図である。
【図１２】第１支持部材の動作を示す説明図である。
【図１３】第２支持部材の動作を示す説明図である。
【図１４】第３支持部材の動作を示す説明図である。
【図１５】実施例２のキースイッチを示す平面図である。
【図１６】リンク機構を備えた従来のキースイッチ構造を示す断面図である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を図面にしたがって説明する。図１は本発明の実施例１のキ
ースイッチ構造を示す平面図、図２は実施例１のキースイッチ構造を示す側面図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書



(2) JP 2012-9386 A5 2013.4.4

【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　図１、図２において、実施例１のキースイッチ２０は、キートップ２１と、キートップ
２１を上下動可能に支持する第１支持部材２２、第２支持部材２３および第３支持部材２
４、第１支持部材２２および第３支持部材２４を保持する第１ホルダー２５、第２支持部
材２３および第３支持部材２４を保持する第２ホルダー２６、キートップ２１が押下され
ると屈曲し、押下力が排除されるとキートップ２１を元の位置に復帰させるラバードーム
（復帰部材）２７、ラバードーム２７の直下に図示しない接点部を有するメンブレンシー
ト２８およびバックプレート２９とを有する。なお図１においてキートップ２１は説明の
都合上破線で示してある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　第１支持部材２２の他方の端部両側面には回転ピン２２ｄ、２２ｅが形成され、回転ピ
ン２２ｄ、２２eは第１ホルダー２５に形成された溝部２５ａ、２５ｂにそれぞれ回転可
能に嵌入している。回転ピン２２ｄ、２２ｅの先端部がそれぞれ溝部２５ａ、２５ｂの奥
壁２５ａａ、２５ｂａにより位置規制されることにより、第１支持部材２２が図１に示す
矢印Ｙ方向に位置規制される。第１支持部材２２の他方の端部先端側には突起部２２ｆが
設けられている。突起部２２ｆは、図３に示すように第１支持部材２２の回転角度を規制
するもので、第１支持部材２２が所定の角度まで回転した際にメンブレンシート２８に面
接触するテーパ面２２ｆａが形成されている。突起部２２ｆは、図４に示すように、第１
ホルダー２５の溝部２５ｃに回転可能に入り込んでいる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図１、図５において、第２支持部材２３の他方の端部両側面には回転ピン２３ｅ、２３
ｆが形成され、回転ピン２３ｅ、２３ｆは第２ホルダー２６に形成された溝部２６ａ、２
６ｂにそれぞれ回転可能に嵌入している。回転ピン２３ｅ、２３ｆの先端部がそれぞれ溝
部２６ａ、２６ｂの奥壁により位置規制されることにより、第２支持部材２３が図１に示
す矢印Ｙ方向に位置規制される。第２支持部材２３の他方の端部には面取り部２３ｇが形
成されている。面取り部２３ｇは、図５に示すように第２支持部材２３の回転角度を規制
するもので、第２支持部材２３が所定の角度まで回転した際にメンブレンシート２８に面
接触する。第２支持部材２３の他方の端部は、第２ホルダー２６の溝部２６ｃに回転可能
に入り込んでいる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　次に実施例２について説明する。図１５は実施例２のキースイッチを示す平面図である
。図１５において、実施例２のキースイッチ４０は、キートップ４１、キートップ４１上
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下動可能に支持する第１支持部材４２、第２支持部材４３および第３支持部材２４、第１
支持部材４２および第３支持部材２４を保持する第１ホルダー４５、第２支持部材４３お
よび第３支持部材２４を保持する第２ホルダー４６、キートップ４１が押下されると屈曲
し、押下力が排除されるとキートップ４１を元の位置に復帰させるラバードーム２７、ラ
バードーム２７の直下に図示しない接点部を有するメンブレンシートおよびバックプレー
トとを有する。（メンブレンシートとバックプレートは図示していない。）
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
２０、４０　キースイッチ
２１、４１　キートップ
２１ａ、２１ｂ　固定壁
２２、４２　第１支持部材
２２ｃ　面取り部
２２ｆ　突起部
２３、４３　第２支持部材
２３ｇ　面取り部
２４　第３支持部材
２５、４５　第１ホルダー
２５ｂ　溝部
２６、４６　第２ホルダー
２６ｅ　壁部
２７　ラバードーム
２８　メンブレンシート
３１ａ、３１ｂ　第１摺動保持部
３２ａ、３２ｂ　第２摺動保持部
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